
秋

埼玉の自然ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ・埼玉県本部撮影会 協賛

・ 県本部顧問会議 令和7年1月18日(土）埼玉県県民活動総合センター午後１時～ 21準備室

・ 県本部委員会 令和7年1月18日(土）埼玉県県民活動総合センター午後２時～ 210セミナー室

・ 秋の県例会 11月１6日(土）埼玉県県民活動総合センターセミナーホール1

午後１時１５分～ 例会作品A4一人単・組各２枚の合計４枚

県本部委員会からのお知らせ

ケンコー・トキナー

ネーチャーフオト支部支部長、就任ご挨拶

本年4月から支部長を拝命した田林です。微力ではありますが支部の

活動に支障がない様に努めたいと思います。私たちの“ネーチャーフオ

ト支部″は2004年4月に設立され、顧問の増田明弘先生、講師の小林進

先生のご指導の下、現在約35名の会員です。

活動は原則として毎月第2日曜日に浦和又は、武蔵浦和のコミュニティ

センターで月例会、年3回程度の撮影会に加えて、毎年2～3月に写真

展、希望者によるLightroom勉強会（Zoomオンライン）等を開催しています。

支部の特徴であるネーチャー写真を中心に、色々な写真を会員皆でわい

わいと撮影・意見交換しながらフォトライフを満喫しています。加えて、写真は撮影・画像

処理・プリント・タイトルが大切な四要素であり、月例会でこれら各々の具体的な内容に

ついて講師の先生からご指導を戴き、バランスの取れた活動を目指しています。当支部

にご興味のある方の入会をお待ちしております。

※今後このコーナーでは、
新支部長さんを紹介させて
いただきます。

支部長 田林 勲さんと会員集合写真

第105回埼玉県高校野球選手権大会記念写真撮影の記

朝日新聞さいたま総局の依頼で6名の支部会員の方が参加

していただきました。梅雨の最中とあって時折り小雨のあいに

くの空模様でしたが、早朝の7時集合、開会式終了の12時過

ぎまで大宮県営球場正面の組み合わせ表の大看板の前に

次々に現れる157校142チームの記念写真の撮影でしたが、

撮影した写真は参加した選手の父兄に配布されるとあって参

加チームもれなく撮影すべく汗びっしょりの奮戦となりました。

同時に高野連から委託をうけた撮影チームとの共同作業でし

たが、隣で見るプロの撮影技術に得るところもあるひと時でし

た。

撮影の合間の休憩時間に開会式を見学、選手たちと一緒

に歌う“栄冠は君に輝く“に感激、選手たちの野球に打ち込む

情熱を感じられる記念写真になればと思いを新たにしました。

（古怒田 潔）

（追記）

後日朝日新聞販売局担当の方から優勝校（花

咲徳栄高校）のみにつくられる大ポスターにも

使用したというご連絡があり、改めて全日写連

県本部の皆様の奮闘ぶりを思い起こしました。

デジタルスクール支部 戸津井直次郎

大 宮 支 部 又賀義信 大舘 健 住 由子 木部敬子

越谷デジタル支部 黒田貴一 敬称略

彩 東 支 部 写 真 教

2024年７月６日（土）13：00～久喜総合文化会館にて写真教室が開催されまし

た。今回は彩東支部が主催され、表題には「楽しい写真表現」として、一般の方

を重点に新聞掲載や市の広報にも広く募集を行ったこともあり、支部会員は基

より他支部会員など総勢８２名という多くの参加人数を数えました。講義内容は、

前半の１時間をOMソリーションズより「ミラーレスカメラの現状と未来」というお

話をいただき、アマチュアではなかなか知り得ない貴重な知識を得た時間にな

りました。

以降、一般者から一人２点の作品を投影して感想やアドバイスを行う講義に移り、今回は佐藤総本部理事

に講師役となって頂きました。ここで本部の目論見として対話方式（ワークショップ方式）で行う方法を目指し

ていましたが、残念ながら、出席者からの発言は少なかったように思います。これは、これまで写真界ではセ

ミナー（学校方式）がほとんどであったのが要因と考えられ、今後は参加者が主体性を持った積極的な発言

で学習に取り組む姿勢が必要と思いました。今回の「写真教室」でも、支部が事前の資料作りや朝早くからの

会場作りを行うなど、只々頭が下がる印象的で有益な半日となりました。

講 義 写 真


